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令和 2 年 4 月 27 日 

栄養士連盟会員の皆様 

栄養士会会員 の皆様 

日本栄養士連盟長崎県支部 

支部長 日野 ゆい子（押印省略） 

 

令和 2 年度日本栄養士連盟長崎県支部通常総会 

の中止に伴う「文書審議」について（お願い） 

 

ぽかぽかと温かい穏やかな季節になりました。 

日頃より、連盟活動につきましては、ご協力いただき 感謝申し上げます。 

さて、新型コロナウイルス感染拡大により、政府から「緊急事態宣言」が出されました。これを受けて、

令和 2 年 5 月 30 日開催予定の長崎県栄養士会定時総会が中止されることになりましたので、「令和 2 年度

日本栄養士連盟長崎県支部通常総会」も中止し、文書審議とさせていただくことにいたしました。 

この総会は、今年度の活動計画や予算等についてご審議いただく大切な機会ではありますが、実情をご理

解の上、ご了解いただきますようお願いいたします。 

ここに総会資料をお届けします。各議案の主な点については、下記のとおりまとめておりますので ご覧い

ただき、別紙「文書審議回答書」にご記入の上、5 月 2３日（土）までにＦＡＸにてご返信くださいますよ

うお願いいたします。 

なお、期日までにご回答のなかった方につきましては、規約第 12 条 5 により、支部長に委任いただいた

ものとして処理させていただきますので あらかじめご了承ください。 

令和 2 年度連盟会費が未納の方も、会費を納入（ご加入）いただき 一人でも多くの方々にご回答賜ります

ようよろしくお願いいたします。 

＊この総会資料は、「連盟だより第 2 号」とともに 栄養士会員全員にお届けしています。 

栄養士会会員の全員加入をお願いいたします。 

記 

【各議案の主な点】 

◆第１号議案：活動報告について 

・第 25 回参議院選挙では、栄養士議員連盟加盟の全国比例区山東昭子議員、長崎選挙区古賀友一郎議

員の推薦・応援活動を行い、それぞれ当選。 

・連盟活動をより理解していただくため「連盟長崎県支部だより創刊号」を発行。 

本部ホームページに長崎県欄を開設した。 

・正会員は、363 名で 昨年比 65 名減（栄養士会会員に対し加入率 34.2％） 

・令和元年度の主な活動日誌を作成した。 

 

◆第 2 号議案：決算報告について 

・会費収入は、予算 431 名（連盟賛助会員 1 名含む）に対し 363 名。68 名減で△136,000 円減。 

・選挙活動助成金として、本部より 26,000 円の助成があった。 

 

◆第３号議案：活動計画（案）について 

・活動方針を明記した。 

栄養士会員のための連盟であるので、栄養士会と連携を密にして 目的達成のために必要な政治活動
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を行っていく。 

・会員の政治意識の高揚のため、広報誌や本部ホームページ等で連盟活動の必要性について啓発し、「連

盟支部だより」を年 2 回 発行する。 

・連盟活動は、栄養士会の協力なしではできないので、情報交換会をもち会員増につとめる。 

・日頃から、関連議員との連携を深め、栄養士議員連盟加盟議員等の選挙活動の支援を行う。 

 

◆第 4 号議案：予算（案） 

・予算（案）は、下記の根拠で編成。支出は、ほぼ 前年度の実績に応じて計上 

① 収入は 正会員 380 名見込みで計上。（R 元年度 430 名、H30 年度 410 名） 

② 旅費は 今年度の九州地区栄養士会長・連盟支部長会議が長崎県での開催のため減額 

③ 運動費も 選挙が見込まれないので減額 

④ 幹事会は、4 回開催予定 

⑤ 賃金は、原則月 1 日～1.5H 雇用として年間 15 日（120H）を計上 

⑥ 賃借料は、例年通り 月 11,000 円（税込み）×12 か月分を計上 

⑦ 「連盟長崎県だより」2 回発行。会員あてに郵送料を計上 

 

◆第 5 号議案 新役員の承認について 

・幹事 10 名は、規約第 9 条 1 項に基づき、各地区から選出して、（公社）長崎県栄養士会会長の

意見を聴き了解を得ているので、本総会で幹事 10 名の一括承認を求める。 

・役職については、承認をいただいた後、規約にそって選出し、会報「連盟だより」でお知らせす

る。運営委員については、記載のとおり。 

 

◆関係資料について 

①栄養士制度発展のあゆみと連盟活動 

2020 年度診療報酬改定により、「栄養サポートチーム加算となる病棟追加」や「栄養情報提供加算

（新設）」など 管理栄養士への適正な評価がなされたことが追記された。 

 

②2019 年 10 月 30 日付、「2020 年度予算・税制等に関する要望書」 

政府予算の策定に反映していただくよう、毎年、日本栄養士連盟会長 と（公社）日本栄養士会長

の両名で提出。これらの要望によって栄養士制度が充実していく。 

 

 

 

  


